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本体ユニット＋アンテナユニット

取付ブラケット（A）

取付ブラケット（B）

角度調整台座

線材固定テープ

両面テープ（本体取付用）

両面テープ（アンテナ取付用）

コードクランパー

束線バンド

皿小ネジ（M3×5）

バインド小ネジ（M3×5）

トラスタッピンネジ（φ4×8）
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ETC車載器は下記の部品で構成されています。取り付ける前に部品を確認してください。

部品表

線材処理に、適宜カットして使用

線材処理に適宜使用

線材処理に適宜使用

アンテナユニット 

車のACC電源へ 
(オーディオの 
ACC相当部へ） 

アースコード（3 m）（黒） 

バッテリー電源コード（3 m）（黄） 

車のバッテリーへ 

アクセサリー電源コード（3 m）（赤） 

車体の金属部へ 

＋B

ACC

1A

1A

各部の名前とはたらき 電源コードを接続する

M3タップ穴（4ケ所）

カーナビゲーション接続端子
別売のカーナビゲーションと接続する
ときに使用します。
（取扱説明書 ☞ 20ページ）

本体ユニット後面

●ETC車載器の取り付け、配線には専門の技術と経験が必要です。
安全のため必ずお買い上げの販売店に依頼してください。

お願い

●取付完了後、この取付説明書は、必ずお客様へお渡しください。

販売店・取付業者様へのお願い

安全に正しくお使いいただくために
ご使用の前にこの取付説明書と別冊の取扱説明書をよくお読みのうえ正しくお使いください。
そのあと大切に保管し、必要なときにお読みください。

ヒューズ（1 A)

ヒューズ（1 A)

ETC は財団法人道路システム高度化推進機構の登録商標です。

本体ユニット

CY-ET300
Electronic Toll Collection system

ETC車載器
Electronic Toll Collection System

CY-ET300D
取付説明書

品　番

便利メモ（おぼえのため、記入されると便利です。）

お買い上げ日

車載器管理番号

シリアル No.

販 売 店 名

お 客 様
ご 相 談 窓 口

年　　　月　　　日 CY-ET300D品 番

i （ ） ー

i （ ） ー

松下電器産業株式会社
オートモーティブ エレクトロニクスシステムビジネスユニット
〒224-8539 横浜市都筑区佐江戸町600番地
i（045）932-1231（大代表）

YEFM292828A
F0202-1122

修理・お取り扱いなどのご相談は…
お買い上げの販売店　または

お近くの「ご相談窓口」（別紙）へ

その他のお問い合わせは…
「お客様相談室」へ

0120-50-8729
ゴ ー パナソニック 

045-939-1939
電話 

FAX

フリー 
ダイヤル 

受付 9:00～17:00（土・日・祝日・弊社休日を除く） 

お客様相談室

実際の交通規制に従って運転する

ETCご利用時でも、不測の事態（事故や異常気象）においては実際の交通規制に
従って運転してください。交通事故の原因になります。

禁　止 

運転者は走行中に操作をしない

走行中に操作をすると、前方不注意となり交通事故の原因になります。
操作は安全な場所に停車して行ってください。

料金所通行時は、必ず以下のことをお守りください

開閉バーが開いた状態であることを確認し、十分な車間距離と安全な速度で通行し
てください。

分解禁止 

禁　止 

禁　止 

注意
分解や改造はしない

車載器の本体ユニット、アンテ
ナユニットを分解したり改造す
ると、発煙、発火の原因になり
ます。また、内部の改造は、法
律で禁じられています。

ラベルを剥がさない

車載器の本体ユニットにあるラ
ベルを剥がすと認証機器として
認められません。
剥がれたものは使用しないでく
ださい。

取り付け、配線は専門技術者に
依頼する

挿入口に手・指や異物を入れない

車載器の取り付け、配線には専
門技術と経験が必要です。
安全のため、必ずお買い上げの
販売店に依頼してください。

ETCカードの挿入口に手・指
や異物を入れるとけがや故障の
原因になります。

ヒューズの交換は、専門技術者に
依頼する

規定以外のヒューズを使用する
と、発煙、発火の原因になります。
ヒューズの交換は、お買い上げ
の販売店に依頼してください。

禁　止 

水のかかる恐れのある場所、湿気や
埃の多い場所に取り付けない

発煙・発火・感電・故障の原因
になることがあります。
飲料などがかからないようにし
てください。

禁　止 

故障や異常のまま使用しない

音が出ない、煙が出る、変な匂
いがするなどの異常な状態で使
用すると発火の原因になります。
直ちに使用を中止してお買い上
げの販売店にご相談ください。

取り付ける前に
取り付けのとき
●直射日光が当たる場所、ヒーターの熱風が直接
当たる場所など、温度が極端に高くなる場所へ
本体ユニットを取り付けないでください。

●本体ユニット、アンテナユニットは必ず車室内
に取り付けてください。

●アンテナユニットを取り付ける場所は、運転に
支障をきたす場所、同乗者に危険をおよぼす場
所は避けてください。

●部品を両面テープで貼り付けるときは、貼付面
の汚れ、油脂分、ワックス、湿気はきれいにふ
き取ってから貼り付けてください。

●車体に穴をあけるときは、下にあるパイプ類や
配線などに穴をあけないように、よく確認して
から穴をあけてください。

●車体のボルトやナットを使用して取付用部品と
共締めするときは、ハンドル、ブレーキ系統お
よびエアバッグ系統のものは絶対に使用しない
でください。

●車載器の取り付け場所は運転上必要な視野を確保
できる（支障のない）場所に取り付けてください。
（ハンドルの中心から左右200 ㎜以内には取り
付けないでください）

●フロントガラスの上にひさしを装着している場合
やルーフにキャリングケースなどを載せている場
合など、電波を遮へいする車両には取り付けでき
ません。

●カップホルダーの近くなど飲料水をこぼしやすい
位置には取り付けないでください。

●電波不透過ガラス装着車両および赤外線反射ガ
ラス装着車両では、電波が受信できない事があ
ります。

●メーカー純正のカーナビゲーションを搭載した
車両で、ダッシュボード内にGPSアンテナが
埋め込まれている場合は、GPSアンテナの真
上を避けて取り付けてください。

配線のとき
●車載器はDC12/24 V車ともに使用でき、マイナ
スアース専用です。

●配線作業中はショート、事故防止のため、バッテ
リーのマイナス端子をはずしておいてください。

●車体や、ねじ部分に配線をはさみ込まないよう
に注意してください。

●車体のボルトやナットを使用してアースを取る
ときは、ハンドル、ブレーキ系統およびエアバッグ
系統のものは絶対に使用しないでください。

●アンテナコードや各リード線は、かみ込みがない
ように確認してください。

●リード線が余ってぶらついたり、また、張りすぎ
たりしないように、車両のリード線とまとめて
線材固定テープで固定してください。（振動など
により、鉄板のエッジ部や溶接のバリなどとの
干渉によるリード線の損傷を防ぐため）

●リード線が余ってぶら下がってしまう場合は、
束線バンド等で結束し、絶対にぶら下がらない
ようにしてください。（足などに引っ掛けてコネ
クターのはずれ、内部断線などのリード線の損傷
が起こったり、正しい運転操作ができなくなり、
事故に発展する恐れがあるため）

●鉄板のエッジ部、バリやタッピンネジのエッジ、
ボルトの頭部などの近くに配線しないでください。
（振動などにより、リード線が損傷する恐れが
あります）

●リード線は、強く引っ張らないでください。
（連結部のはずれや損傷、内部断線などリード
線の損傷の原因となります）

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、
次のように説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、
説明しています。

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」
内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する
可能性が想定される」内容です。

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

警告
注意

■お守りいただきたい内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。
（下記は、絵表示の一例です）

警告

安全にお使いいただくために 必ずお守りください

落下しないようにしっかり取り付ける

ねじがゆるんでいたり、取り付
け部の接着が弱いと、走行中に
落下して、運転に支障をきたし、
事故やけがの原因になります。
時々点検してください。


